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「遊ぶ・つきあう」、「知る・利用する・参加する」についてそれぞれのグル

ープに分かれ、テーマに沿って自由に議論を行いました。  

 

 

 

１１１１．．．．グループグループグループグループごとにごとにごとにごとに話話話話しししし合合合合うううう    

【遊ぶ・つきあう】 

 

 

 

 

 

 

    

 

話し合いで以下のことが決まりました。 

① １月に入ったらすぐに、「国際交流センター」に所属する国際料理サークル

へ講師依頼に行く。 

（依頼相談内容について） 

・ 費用、日程、料理内容（講師料・材料費等）について相談 

・ ポピュラーな家庭料理を依頼したい（第一希望はベトナム料理、その他エ

スニック、韓国、中国、カンボジア料理等）が、料理を何にするかは講師

の方と相談の上で検討。 

② 市政だより６月号にて参加者を募る。 

・実施時期：第１回目は平成２３年６月１９日（日）（予定） 

・実施場所：「八尾市立障がい者総合福祉センター」（予定） 

第第第第４４４４回回回回    くれよんくれよんくれよんくれよん組組組組のののの報告報告報告報告 

 

【日 時】平成２２年１２月１８日（土）午後２時から 4 時 

【場 所】社会福祉会館 １階 会議室１・２ 

【内 容】（１）グループごとに話し合う 

     （２）その他 

【出席者】メンバー １６人 

ほか アドバイザー 

「遊ぶ・つきあう」のグループでは、仲間との交流が苦手な人に、もっと外へ出て、

楽しい生活を送ってもらうため、外国の料理をみんなで作って文化交流することを本

年度のテーマに据え、企画の骨子をまとめていきました。 

 

メンバー：６人 
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・申し込み先：「自立生活センターやお」（予定） 

・申し込み方法：往復はがきを使用し、参加人数を記載してもらう。（ヘルパ

ーの有無による人数の上下があるため。） 

・参加料：一人 1000 円ぐらい。（予定） 

・申し込み締め切り：6 月１０日（参加希望者が多数の場合は抽選） 

・その他：参加者には当日、エプロン、三角巾を持参してもらう。 

③ 定員について、３０名ぐらいが限度であることが予想されるが、検討継続。 

④ 料理教室の名称、及びキャッチコピーも検討継続。 

 

 

 

【知る・利用する・参加する】 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

市政だよりのダイジェスト版について、どのような記事を載せるのか、ピック

アップの方法について、前回会議で検討された検索方法（八尾市のホームページ

上に公開されているＰＤＦ版市政だよりを活用し、キーワードで検索をかける）

をプロジェクターなどの機器を使い、実際にメンバーの前で検索を実践し、議論

を行いました。 

①出された意見 

・ 「障がい」「障がい者」「障害」「障害者」「障」「福祉」「手話」「ボランティ

ア」「介助」「点字」「療育」「予防接種」等、さまざまなキーワードで検索を

行った結果、一番多くの文字をひろえるキーワードは「害」であることがわ

かった。 

・ その他、PDF 版はワードに貼り付けはできるが、表をそのまま貼り付ける

ことはできない、絵やイラストはあったった方がわかりやすいと言う意見も

あった。 

・ こんなに早く情報が見つかるのは良い、文章をひろっていく手間がはぶける

ことはすごく良い、と言う意見が出た一方で、今後分かりやすく要約するこ

と、簡潔な言葉でまとめていくことが課題であるとの意見もでた。 

・ そもそも当初の会議の議論の中では、行政用語がわかりにくい、その部分を

わかりやすくしていく、ページ数を減らしてダイジェスト版を作るというこ

とであった。キーワードで検索するだけではこぼれた内容が出てくる。 

・ キーワードでひっかからない内容について、それをどう形にしていくか。 

・ キーワード検索にプラス人の目でピックアップすることは必要である。 

「知る・利用する・参加する」のグループでは、市政情報の提供方法について

話しあいました。市政だよりの内容をどのようにピックアップしてダイジェスト

版を作っていくかについて議論を行いました。 

 

メンバー：１０人・アドバイザー 
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・ 目次の下に少し書きたす方法もある。 

・ たくさんある記事の中から選別する作業は複数人で行わなければならない。 

・ １０人いれば１０人障がいは違う。みんなで選ぶ必要がある。導きへの部分

でダイジェスト版を作る。 

・ いろんな人の立場から意見を出して、ダイジェスト版の試作を作ろう。 

・ 我々はこんなものが欲しいというものを試作し、アイデアを出すのがこの場

の役目。 

・ 毎月作るとなるとこの場では不可能。市の事業としてやってもらいたい。 

・ 飛躍するが、将来、毎月ダイジェスト版を出すとなった場合、編集を作業所

に委託し、障がい者雇用に繋がっていけば良いのだが。 

・ みんなが望むのであれば、ゆっくり時間を掛けて取り組むべきである。 

・ ここにいるみんな、イメージがバラバラである。障がい者により温度差があ

るので、たたき台としてとりあえず１つ作ってみる。 

②まとめ 

・ 来年３月までに完成は期間的にも短く、難しいので、来年度のワーキング会

議に引き継いでいきます。 

・ 来年度メンバーが変わる可能性もあるので、今年度中に少なくともグランド

デザイン案を作ることが必要です。 

 

 

 

２２２２．．．．そのそのそのその他他他他    

 

（１）障がい者フォーラムについて 

 平成 23 年 2 月１９日（土）実施の障がい者フォーラムについて、実行委員

会での動きを報告しました。また、障がい者の主張や作業所展への参加者募

集の協力を呼びかけました。 
 

（２）第５回くれよん組の日程 

  ３月１３日(日)午後２時から、社会福祉会館１階会議室 1・2 にて 


